○任命の方法の一般的基準（内規）
（昭和39年５月28日決定）
　職員の任用に関する規則（昭和27年鳥取県人事委員会規則第11号。以下「任用規則」という。第２条の２の規定により任命の方法の一般的基準を次のとおり定める。）

一　行政職給料表の適用を受ける職員の職のうち係長及びこれに相当する職以上の職並び

　にこれらと同等とみなされる他の給料表の適用を受ける職員の職（以下「役付職員の職」　

　という。）に欠員を生じた場合には、昇任又は転任のいずれか一つの方法により
　欠員を補充するものとする。ただし、これによっては欠員が補充できない場合又は任命
　権者が人事管理上必要と認める場合には、採用により欠員を補充することができる。

二　役付職員の職以外の職に欠員を生じた場合には、次の各号に定める方法に従い採用、
　昇任又は転任のいずれか一つの方法により欠員を補充するものとする。

　１　採用又は昇任により欠員を補充しようとする場合には、選考により採用又は昇任さ
　　せることができる場合を除き、競争試験の合格者のうちから行うものとする。

　２　転任（同一任命権者が同種と認められる他の職に任命する場合又は他の任命権者の職員を同種と認められる職に任命する場合に限る。）により欠員を補充しようとする場合には、現に任用されている職と同種と認められる職の範囲内に行うものとする。　
３　転任（他の任命権者の職員を同種と認められる職に任命する場合を除く。）による欠員の補充は、人事管理上特に必要があると任命権者が認めた場合に限り行うものとする。
